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はじめに 

 

出生の減少とともに、少子化が進行しているなか、政府は「子どもと家族を応援

する日本」重点戦略を平成 19 年 12 月に打ち出し、子育てからと働き方までを柱と

する「包括的な次世代育成支援」の枠組の構築に取り組むことになります。また、

政府は平成 20 年２月に「新待機児童ゼロ作戦」を打ち出し、「希望するすべての人

が安心して子どもを預けていくことができる社会」を目指そうとの動きにあります。 

現在、子育て家庭の不安や負担感・孤立化を防ぐために、子育てを社会全体で支

える拠点づくりを整え、そこでの連携・協働のもと子育ての豊かさ・楽しさや感動

を実感できる営みとしていく取り組みが重要です。地域に密着して子どもたちを預

かり、直接的に子育てを担う保育所は、入所児と家庭への支援はもちろんのこと、

保育所を利用していない地域の子育て家庭への支援を担っていくことが期待され

ています。 

全国保育士会では、保育所を利用していない子育て家庭の現状を把握し、必要と

されている支援を提供するために、全国保育士会 50 周年記念事業として、一時保

育利用者・地域子育て支援センター利用者の実態とそのニーズを、全国保育士会委

員を介して調査しました。 

全国の一時保育利用者約 217 名、地域子育て支援センター利用者約 232 名から回

答を得て、全国保育士会にて分析を行いました。現在の在宅子育て家庭における課

題や今後の方向性を示していく上で、大変貴重な内容が得られました。この調査結

果は、全国保育士会ホームページ(http://www.z-hoikushikai.com/)にも掲載して

いますので、ぜひご覧ください。 

全国保育士会では、今後この調査結果をもとに、全国保育士会では本会倫理綱領

の前文にあるような「子どもの育ちを支え、保護者の子育てを支え、子どもと子育

てにやさしい社会」をめざしていけるよう、家庭や地域とのつながりを大切に子育

て支援の取り組みを働きかけていきたいと考えています。 
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概要 



Q.１ 保護者（回答者）の就業形態について、ご回答ください。  
 
グラフ 1 一時保育利用者 

正社員として働いている

18.0%

臨時社員・アルバイト・

パートとして働いている

44.2%

専業主婦（夫）

28.1%

働いてはいない

6.9%

無回答

2.8%

 
グラフ２ 地域子育て支援センター利用者 

正社員として働いている

9.9%

臨時社員・アルバイト・

パートとして働いている

13.4%

専業主婦（夫）

57.3%

働いてはいない

18.5%

無回答

0.9%

 
一時保育利用者では 62.2％、地域子育て支援センター利用者（以後、センター利用者）では

23.3％が、正社員もしくは臨時社員・アルバイト・パートとして働いています。とくに、一時

保育利用者のなかに就業しながら子育てを行っている保護者が多いことが読み取られ、この結

果がのちの、Q.2「保育所を利用しない理由」や Q.3「一時保育の利用理由」などに重ねて読み

取る必要があります。 
 

働いていないⅰ 
回答者自身が働いておらず（休職中・療養中等）、なおかつ専業主婦（夫）でもない場合であり、祖父母や親戚などがあり

得ると考えられます。 



Q.２ フルタイムの保育所を利用していない理由は何ですか？(複数回答) 
 
表１ 一時保育利用者 

 
 
表２ 地域子育て支援センター利用者 

 
 
一時保育利用者は「利用したいが空きがない状態だから」が 31.3％ですが、センター利用者

は「子育てを自分自身で行いたいから」という項目が 46.6％です。 
複数回答ではありますが、「利用したいが空きがない状態だから」、「保育料など金銭的な理由

から」、「利用条件にあっていないから」の合計が、一時保育利用者で 144 件、センター利用者

では 97 件で高い数値を示します。これより、保育所利用への供給の問題や必要性が高いこと、

加えてその利用条件や金銭的な問題への対応が求められていることが読み取れます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

件数 ％

 子育てを自分自身で行いたいから 108 46.6

 保育料など金銭的な理由から 36 15.5

 その他 36 15.5

 利用条件にあっていないから 35 15.1

 利用したいが空きがない状態だから 26 11.2

件数 ％

 利用したいが空きがない状態だから 68 31.3

 子育てを自分自身で行いたいから 56 25.8

 利用条件にあっていないから 40 18.4

 保育料など金銭的な理由から 36 16.6

 その他 36 16.6



Q.３ 一時保育の利用理由を教えてください。（複数回答） 
 
表３ 一時保育利用者 

 
 
「保護者（回答者）が働くため」という理由が最も多く 62.2％、次に「児童を集団に慣れさ

せるため」が 33.2％でした。一時保育利用については、非定型的保育ⅱ、緊急保育ⅲ、リフレ

ッシュ保育ⅳのいずれかの場合により利用できますが、利用者の多くが非定型的保育であり、

就労を利用理由とし週 3 日の利用程度であることが分かります。このことは、Q.1「保護者の

就業形態」と Q.2「フルタイムの保育所を利用しない理由」での一時保育利用者の回答を照ら

し合わせたとき、本来の保育所利用と一時保育利用の実態に関する問題を整理する必要がある

ことが読み取れます。 
 

非定型型保育ⅱ   

保護者のパート就労や、技能習得のための職業訓練校への通学、大学就学などによって、家庭での保育が断続的に困難

となる児童を、週３日を限度として保育所であずかる保育のこと。  
緊急保育ⅲ 

保護者の病気や出産、家族の看護や冠婚葬祭などで、家庭での保育が一時的に困難となる児童を、14 日間を限度として

保育所であずかる保育のこと。  
リフレッシュ保育ⅳ 

保護者の育児に伴う心理的、肉体的負担を解消する（児童を体験的に入所させる場合等を含む。）ために、一時的に７日

間を限度として保育所であずかる保育のこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

件数 ％

 保護者（回答者）が働くため 135 62.2

 児童を集団に慣れさせるため 72 33.2

 保護者（回答者）の気分転換・リフレッシュのため 54 24.9

 その他 32 14.7

 保護者（回答者）が出産するため 17 7.8

 保護者（回答者）がケガや病気をしたため 16 7.4

 保護者（回答者）が学校等に行くため 14 6.5

 保護者（回答者）が看護・介護をするため 9 4.1

 保護者（回答者）が冠婚葬祭に関わるため 4 1.8

 保護者（回答者）が災害や事故にあったため 0 0.0



Q.４ 子育てについて感じていることは何ですか？(複数回答) 
 
表４ 一時保育利用者 

 
 
表５ 地域子育て支援センター利用者 

 
 
 子育てに対して、一時保育利用者とセンター利用者で大きな差はないが、「楽しさ・豊かさを

感じる」という約 6 割の回答がある反面、約 4 割が「楽しさと辛さを同じくらい感じている」

ことが読み取れます。また、「負担感・不安感を感じる」が一時保育で 11.5％、センターでは

6.9％という結果がみられますが、こうした子育て家庭での負担感や不安感はもとより、サービ

スを利用しない一般家庭への対応が課題です。つまり、子育て支援サービスの利用者だけでな

く、利用していない、もしくは利用できない子育て家庭への配慮や、支援が求められているの

です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

件数 ％

 楽しさ・豊かさを感じる 140 60.3

 楽しさと辛さを同じくらい感じる 97 41.8

 負担感・不安感を感じる 16 6.9

 その他 14 6.0

 わからない 5 2.2

件数 ％

 楽しさ・豊かさを感じる 125 57.6

 楽しさと辛さを同じくらい感じる 90 41.5

 負担感・不安感を感じる 25 11.5

 その他 14 6.5

 わからない 2 0.9



Q.５ 「あなたが今、子育てについて悩んでいること」および「相談機関に相談したいこと」

は何ですか？(複数回答) 
 
表６ 一時保育利用者 
 
  件数 ％ 
    

 しつけ方・教育 112 51.6 

 社会性・性格 47 21.7 

 子どもとの関わり方 45 20.7 

 排泄 39 18.0 

 病気・ケガ 23 10.6 

 夜間の睡眠 21 9.7 

 気になる行動など 20 9.2 

 離乳食以外の食事 16 7.4 

 家庭内の問題 15 6.9 

 入所、一時保育などの問い合わせ 15 6.9 

 言語の発達 13 6.0 

 その他 13 6.0 

 各種子育て支援機関の紹介 12 5.5 

 保護者自身の問題 10 4.6 

 授乳 9 4.1 

 離乳食 9 4.1 

 保育所・幼稚園内の人間関係 9 4.1 

 近隣・地域の人間関係 8 3.7 

 サークル支援などの子育て支援の紹

介 
8 3.7 

 昼間の睡眠（昼寝） 6 2.8 

 身体の発達 6 2.8 

 予防接種など 5 2.3 

 センターの内容照会 1 0.5 

 
 
 
 
 
 



表７ 地域子育て支援センター利用者 
  件数 ％ 

     

 しつけ方・教育 136 58.6 

 排泄 51 22.0 

 子どもとの関わり方 47 20.3 

 社会性・性格 46 19.8 

 夜間の睡眠 37 15.9 

 離乳食以外の食事 33 14.2 

 病気・ケガ 25 10.8 

 気になる行動など 24 10.3 

 保育所・幼稚園内の人間関係 19 8.2 

 言語の発達 18 7.8 

 入所、一時保育などの問い合わせ 17 7.3 

 サークル支援などの子育て支援の紹

介 
17 7.3 

 身体の発達 16 6.9 

 離乳食 15 6.5 

 各種子育て支援機関の紹介 14 6.0 

 昼間の睡眠（昼寝） 13 5.6 

 授乳 12 5.2 

 近隣・地域の人間関係 12 5.2 

 家庭内の問題 11 4.7 

 その他 10 4.3 

 保護者自身の問題 9 3.9 

 予防接種など 6 2.6 

 センターの内容照会 1 0.4 

 無回答    0 0.0 

 
両者ともに、「しつけ方・教育」が悩みや相談したいことのトップです。子育てをしていく上

で、子どもの発達に合わせたしつけや教育への判断がとても難しく、保護者として子どもとど

のようなかかわりをするべきかが悩みであることがうかがえます。 
とくに、在宅子育て家庭の 2 割が、子どもとのかかわり方が分からず悩んでいることに注目

すべきです。複数回答でありますが、子どもとのかかわり方、子育ての仕方（排泄や食事など）

が分からないということを含め、子育て家庭への支援として、社会がしっかり応えられる体制

整備が求められていることを課題とすべきです。 



また、保護者の悩みの相談内容の項目をカテゴリー化して、結果を合わせてみると表８のよ

うになります。 
 
A．保育内容 
(1) 昼間の睡眠（昼寝） 
(2) 夜間の睡眠 
(3) 授乳 
(4) 離乳食 
(5) 離乳食以外の食事 
(6) 排泄 
(7) 身体の発達 
(8) 言語の発達 
(9) 社会性・性格 
(10) 気になる行動など 
(11) 病気・ケガ 
(12) 予防接種など 
(17) しつけ方・教育 
 
 
 
B．子育てにおける保育内容以外のこと（子どもを含めた人間関係のこと） 
(13) 家庭内の問題 
(14) 保育所・幼稚園内の人間関係 
(15) 近隣・地域の人間関係 
(16) 子どもとの関わり方 
(18) 保護者自身の問題 
 
C．各種情報について 
(19) 入所、一時保育などの問い合わせ 
(20) 地域子育て支援センターの内容照会 
(21) 各種子育て支援機関の紹介 
(22) サークル支援などの子育て支援の紹介 
 
D．その他 
(23) その他 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



表８ 表６と表７をカテゴリー化したもの 
 

カテゴリー 一時保育利用者 地域子育て支援 
センター利用者 

A．保育内容 326 件（70.5％） 432 件（73.3％） 
B．子育てにおける保育内容以外のこと

  (子どもを含めた人間関係等) 87 件（18.8％） 98 件（16.6％） 

C．各種情報について 36 件（7.7％） 49 件（8.3％） 
D．その他 13 件（2.8％） 10 件（1.6％） 

  
両者とも約 70%が保育内容について悩んでいます。そして、約 17％が保育内容以外の子ど

もを含めた他者との関係や、保護者自身のことについて悩んでいることがわかります。 
ここで考慮するべき点としては、保育内容については書籍やインターネットなどで表面的知

識を学ぶことが比較的容易であるものの、保育の実践を身につけることが出来ていないという

課題がうかがえることです。とりわけ、子どもとのかかわり方や他者との関係づくりなどにつ

いてはマニュアルで対応できるものではなく、実践のなかでこそ身につけていくべきことであ

ります。ここに、保育士が保護者支援に具体的に対応し、親と子どもとの関係を調整できるか

が重要であり、今後の課題です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



Q.６  子育てに関する情報収集手段について、ご回答ください。(複数回答) 
 
表９ 一時保育利用者 

 
 
表 10 地域子育て支援センター利用者 

 
 
 一時保育利用者は、就業している方が 6 割もいるため（Q.１）か、時間や場所を選ばなくて

よい「新聞・雑誌など」から子育てに関する情報を得ている人が半数を占めています。 
また、「保育所等から出されているチラシ」を情報収集の手段としている人が、一時保育利用

者約 3 割、センター利用者約 5 割とともに高い状態です。子どもとその保護者に直に接するこ

とができる保育所としては、その特性を生かしてより効果的に情報提供を行うためにも、手に

取りやすく、見やすく、分かりやすい工夫をして情報発信していくことが必要とされることが

うかがえます。 

件数 ％

 保育所等から出されているチラシ 107 46.1

 新聞・雑誌など 102 44.0

 テレビ・ラジオ 49 21.1

 その他 49 21.1

 インターネット 48 20.7

 講座・セミナーなど 31 13.4

件数 ％

 新聞・雑誌など 118 54.4

 保育所等から出されているチラシ 62 28.6

 インターネット 58 26.7

 テレビ・ラジオ 40 18.4

 その他 38 17.5

 講座・セミナーなど 16 7.4


